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要 旨

本研究は、中国華北地域の村落社会の社会(文 化)人 類学的調査にもとついた中国社会の基層構

造と社会変動にかんする研究である。調査の領域は、村の政治、家族と親族の構造、年中行事、民

間信仰、武術集団、女性の生活など、村の社会生活の全般におよんだ。中国の近代化の一っの側面

を、人々の生 きた体験のなかに具体的に明 らかにすることができた。1986年 以来の資料 は、『近代

中国の社会 と民衆文化……日中共同研究 ・華北農村社会調査資料集』(佐 々木衛編、東方書店、1992

年)と して公刊 した。

本研究の特徴は次の二点にある。第一は、中国社会の構造を動態的にとらえようと試みたことに

ある。中国社会の多様性 とダイナミクスは、「分化と統合」 というアンビバ レントな構造 にあると

考える。「分化と統合」の構造的特徴を、家族 と親族、村落の社会生活、宗教や娯楽の社会集団の

なかに実証的に論証することをめざした。第二は、「現代化」のなかで、伝統的な基層構造 が人 々

のエネルギーをくみ出し、方向を与える論理を明 らかにしようとした。 これらは現代中国社会の新

しい展開にみられるダイナ ミックな変動を解釈する一っの論点を提示することができると考える。

本研究の構成は四部からなり、第一部は中国の社会構造と社会変動の研究で、近代中国社会の構

造と変動にかんするモデルを提示 した。第二部 は家族と親族の構造、第三部は宗教 と娯楽の集団構

造、第四部は社会の構造と秩序の研究からなり、いずれも第一部で提示 したモデルの検証を試みて

いる。

1中 国 の社会構造 と社会変動

第一章 日本の村と中国の村……比較社会論の試み

日本人研究者による中国社会の研究は、暗黙のうちに日本社会を比較対照 して論 じている。 この

場合、イエ、イエ連合、オヤコ的関係を日本社会の典型的な構造としている。 しか し、 日本のイエ

の系譜的構造や温情主義を静態的に強調 しすぎているため、 これと対比される中国社会の結合的な

構造とダイナミックな論理が見えてこなかった。 日本 と中国の社会構造を比較的に論じるためには、

まず日本社会の構造モデルの再検討が必要 とならざるをえない。

文396



有賀喜左衛門は、同族団と組を日本の聚落社会を構成する社会関係の二類型 としている。二類型

は連続 しており相互に転換するばかりか、聚落の生活組織 として有機的に結びっ'いている。.こ うし

た集団構造の背後に、共同祈願、一味同心 として衆人の力を集めることの心強さ.はむろん、理非の

境界を越えた正当性、「一同の観念」を もっている。 日々の生活で結ばれる関係を持続的な集団の

形態に固定 し、集団の統一性を大切なものと感 じる集団意識が貫かれているにちがいない。

日本の集団構造 と比較 して、中国社会の構造的な特質を列挙すれば次のようになろう。第一に、

社会関係が本質的に個人対個人の絆のなかに構成 されている。行動の準拠 と規範は個人間関係のな

かに存在する。第二に、関係は個人的な絆から構成され、集団は個人的な関係の輻較したネットワー

クのなかにあらわれる。第三に、集団が社会的勢力を誇り、凝集力を持続させるのは、集団の中心

にいる人物の社会的な実力のいかんによる。第四に、集団の構造のなかに、対立と連帯、分節化 と

統合という、相反するベクトルを同時に内在させている。

以上のように、中国社会の構造 は、集団が本質的に個人的な性格を持つところに特徴がある。集

団の正当性は、集団を掌握する人物の実力にある。集団の分化による統合という逆説的な構造に、

中国社会のダイナ ミクスが存在するのではないかと考える。

第二章 現代化と社会変動の論理

社会人類学によって解釈される 「構造」が、横断面的で非時間的な特徴をもち、また暫定的なも

のにすぎないとしても、解釈の関心と次元を明示すれば、社会変動を測定する尺度 として用いるこ

とが可能である。本章では、中国の近代化を担 う精神的な原動力を明 らかにする目的で、変動をと

らえる概念的なモデルを構想 した。

仮説的なモデルを用いて現代化のすがたを整理すると次のようになろう。

←う家族と親族の構造:均 分相続が貫徹 しているので、息子たちは結婚と同時に新 しい家庭をっく

りできるだけ早 く独立をする。 しか し、公徳 と公的な規律の観念が十分でない状況では、親族集団

の凝集力への期待は高い。父系大家族という外形形式は変化 したが、その内在的な論理 はいぜんと

して存在 している。父系親族に代わって姻戚関係が重要な役割をもつようになったといわれている。

村の外との関係が重要になっている今日では、姻戚関係のネットワークは、親族の絆より適合性を

高めている。

郷鎮企業の経営には、党組織と有能な リーダーの存在、「承包」 とよばれる請 け負い制、成員間

の平等主義、成員外への差別など、伝統的な家族経営や親族の合資経営の特徴と相似する形態をもっ

ている。家族による経営の構造と論理が郷鎮企業の経営のなかに引き継がれ、「中国的経営」 とみ

なされる新 しい形態を生んでいる。

(⇒社会生活の構造:「 門路」、「拉関係」、「圏子」などとよばれる人的関係は社会関係の中で重要

な機能を果たす。私的に結ばれる関係が制度のなかに持ちこまれ、制度を機能 させ る起動力 となっ

ている事情は変わらない。個人的属性を基調 とする社会構造は、いうまでもなく 「差序格局」(費
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孝通)の 構造 と論理をもっ。

(≡)秩序 と規範の構造:村 や家族の経営にとって、実情をよく知 り、理財に明るく、私的な紐帯を

広げ枢要な部門に顔が利 く、 しかも誠実で頼 りになる、こういう人物が重要な役割を果たすことに

変わりはない。制度が機能するには彼 らの存在が欠かせないという、制度と秩序のなかの個人主義

的特徴 は弱まっていない。

豆 家族 と親族 の構造

第三章 親族集団の分化 と統合

中国の親族構造の構成原理の解釈には、集団の統合 ・連帯の契機を強調する論者 と、分散 ・分裂

の契機を強調する論者 とがある。 しかし、エ リー トを生んだ リニージの分節の分化は親族集団の統

合を弱めないばかりか、新 しい凝集力を生み出し、一族全体の統合を高めている。分化と統合とが

パ ラドキシカルに統合されているのではないかと考える。本章では、分節化による統合というダイ

ナミックな構造を、華北地域の事例から検証するものである。

華北地域では、共有地、家廟、家譜を1組 として備えた親族集団はまれにしか見ることができな

い。祖先祭祀 は近親の祖先を祭祀する集団に分化 し、「入 り子」式の構造をもつ傾 向にある。祖父

母や親を祭祀する集団への帰属をっうじて、親族の全体のまとまりを体験しているといえよう。ま

た、いくらかでも社会的な勢力を誇 るようになると、家廟を建設 し、共有地を経営 し、そして家譜

を継承する。貧 しい地区においても、一族全体が共同の祖先を祭祀することの文化的な範例の価値

は変わ らない。一方に、村落の範囲を越えてひろがる親族の構成原理があり、他方 に、 「入 り子」

式に近親の親族に分化する姿が認められる。二っのベクトルが矛盾 しないで親族の実像を構成して

いると考える。

第四章 商家の経営 と家族構造

家産の均分相続、親族集団の分化 と統合という集団構造が、商家の経営の発展にとっていかなる

可能性と限界をもたらしたかを検証 した。

商家が繁栄するには、商才に長けた家人を家長のもとに多 く抱えることが必要であった。事例 は

いずれも才覚をもっ家人に家業を分担させて、経営を拡大発展させている。家族の構造がそのまま

経営組織に反映するので、大商家になると数世代 もの 「房」を集めた大家族を構成する可能性が大

きくなる。 しかし、家族の伝統に従えば、家乖の均分は避けられない。 とすれば、家産の分割が与

える経営への打撃をいかに少なくするかが、大商家の当主がもっとも腐心 したことであった。

家産の分割を延期することはできても、結局 は兄弟の 「房」の間で均分せざるを得ない。しかし、

家産の分割という痛手を代償に、野心家の冒険や 「敗家子」の放蕩から経営全体の没落を未然に防

いだということも少なくなかった。
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皿 宗教 と娯楽の集団構造

第五章 民間宗教集団の構造的特性

中国の民間宗教は、教派間 ・教派内でたえず抗争 と分裂を繰り返し、教義 も儀式も多様性をもっ

ている。 しか し他方では、「教首」の系譜の継承は宗教的権威を象徴 し、教派の正統性を保証する。

本章の目的は、多様性と統一性とを民間宗教集団の全体的な姿の中に解釈するところにある。

民間宗教の活動には3っ の位相があると思われる。「世襲型」「分派型」「自唱型」 とよぶ ことが

できよう。「世襲型」の存在が、人々が参加 したさまざまの教派の存立に正統性を与える。 しかし、

「世襲型」の現実の姿は、「分派型」が くり返 し出現 し、その名を鱈称することで更新されていく。

「分派型」がさらに神格化された宗教的権威をもっ ことに成功すれば、新たな 「世襲型」 に発展す

ることもありうる。免災祈福、治病、保祐などのために、師弟の絆を結んで呪術的な力に頼るとい

う活動は、すべての位相に共通 した。こうした活動が 「自唱型」として広 く人々の間に行われてい

たという事実が、「分派型」や 「世襲型」の集団を成長 させた背景であろう。3つ の位相がそれぞ

れ乖離 と連続を重複するなかに、中国の民間宗教の全体的な姿があったと考える。

第六章 村の宗教活動 と担い手

伝統中国の村落社会では、生活の隅々にまで儒教論理が貫徹することが求められたが、それを実

行す る担い手 と宗教的権威 とは拡散 していたといわれる。本章は、 この事実を調査資料の中から検

証 し、近代華北社会の基本構造を検討 した。

調査資料から得 られた知見を整理すると、次のようになる。

第一に、村で活動した道士には、立派な廟に住み経を念 じることができるものと、他方では普通

の人 と区別できないものとがあった。

第二に、白雲観の下院とみなされた村の道観においても、白雲観の関心は廟地の経営にあり、下

院 との間に宗教的に結ばれた有機的な共同関係を推測することが困難であった。

第三に、村に住んだ道士 は、村が主催する祭祀の主体にはなれなかった。村人の宗教活動に、儀

式の体裁 と宗教的権威を与えることがで きたにすぎない。

第四に、村に住む道士は、教派の教義、教典や法統の組織的な継承に縁が薄い存在であった。民

俗宗教に取 り込まれながら、 しかし民俗宗教の主体にもなれない、きわめて曖昧で不明瞭な領域で

活動をした。

第五に、村の民俗的な宗教活動は、一般に女性によって担われていた。 しかし、宗教集団が組織

されていたのではなく、 リーダーの個人的な信望が人々を集めたにすぎない。

第六に、村人が日常生活で体験 した宗教活動は、 きわめて個人的な社会関係のネットワークの中

に構成された。道士の間でも、師が異なれば相互の往来はまれであった。
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第七章 村の演劇集団の組織と活動

宗族や村落への求心力が弱い華北の村落社会では、演劇の組織や担い手は、香港新界や東南中国

と異なっていると予想される。華北村落で演劇が組織される形態と担い手を、調査を実施 した北京

市房山区元武屯の 「銅鍵会」 と肖庄の 「小車会」の資料か ら検討 した。

村の行事として組織されるものと私的な娯楽団体とみなされるものとがあるが、会首を中心に、

会首との個人的な関係で集団が構成されるところに組織形態の共通性がある。

村で最 も重要な行事は、銅鍵会や小車会の活動とは別のところにあった。廟会で開かれる 「吃会」

がそれで、村の平和と豊饒とを祈願する祭祀は、村の重立ちが一同に会する機会でもある。社会的

な威信は重立ちの存在にあり、「吃会」 は村の活動の中心 とみなされていた。

これに対 し、銅鋸を叩 く、剛夙を吹 くことは、村の中では高い評価をえていない。「吹鼓手」 と

呼ばれる彼 らの中には零落 したものが多 く、彼 らを語るとき村人は一種の差別を漂わせる。しかし、

村落生活のはみ出 しもの、周辺に生きる人々であっても、「会首」を中心に芝居や演劇の活動を組

織すれば、村人の衆目を一身に集めることができた。村の最下層に位置する人々が、彼 らの存在を

顕現させ、村落生活の中に自らの位置をもっことができたという事実が重要であろう。

彼 らの存在は、邑の社会的な威信の秩序とは異質の勢力を体現することになったが、こうした秩

序の重層性を可能たしたところに、近代華北社会の構造的な特質の一っを認めることができよう。

ある条件のもとで、既存の威信と秩序を圧倒すれば、それにとって代わることもあった。近代史で

たびたび登場した民衆運動のダイナミックな性格は、こうした構造の反映でもあろう。

IV社 会の構 造 と秩序

第八章 社会集団の結社的性格にっいて

福武直、戒能通孝などの先達は、近代華北社会の構造を結社的な性格の中にみていた。 しかし、

この結論 は躊躇いがちにしか表現されていない。本章 は、山東義和団運動の頭目として名を馳せた

劉士端、曹得礼 と村人との関係をとお して、華北村落社会の結社的性格を改めて検討 しようとする

ものである。

魯西南地区は、たび重なる黄河の氾濫に苦 しんだ。土地は痩せ、土地の境界をめぐる紛争はたえ

なかった。力をもたない農民は、頼 ってくるものを助 けてくれる実力者にすがるしかなかった。勢

力家とみなされるものの一っに大地主がいた。教会など外国の権力を後 ろ盾にもつものもあった。

また、武術の鍛練をっうじて入々の信頼を集めた入物 も、勢力家の一人とみなされていた。大地主、

教会、武術の頭 目は、それぞれの実力を背景 に私的な秩序を形成 していたと考える。

劉士端 は、劉庄の土地のほぼ半分を所有 していた。一家を養うに足る土地をもたない多 くの村民

は、劉士端を頼 らざるをえなかった。食べ物が底をっいたとき、なにほどかの施 しを彼に期待 した。

武術が盛んになり彼の名が知 られると、劉士端の弟子 ということで村々をまわり、武術を教えて糊

口をしのぐことができた。
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また、彼は広い交際を誇 っていた。大刀会の頭目の間ばかりでなく、匪賊の間にも彼の名は知 ら

れ、彼を師と仰 ぐ師弟関係の網の目が広 く形成されていた。劉士端が個人的な結ぶ絆こそ、彼の政

治的勢力の背景となっていた。

劉士端を大頭目とした大刀会は、祖師爺を祭祀する祭 りを挙行 したが、周囲の村々か ら千人 もの

人々が集まったといわれる。劉士端の勢力は、族の神 とも村の神 とも異なる武術の祖を祀 って、一

党の凝集を顕現 した。 しかし、劉士端の大刀会は、彼の個人的な実力にもとつく絆で結ばれただけ

であり、それ以上の結合に発展 した形跡がない。彼の逮捕 と処刑の後、急速に瓦解する運命をたどっ

た所以である。

清末の華北社会においても、仁侠的論理で結ばれた広い個人的な絆が勢力の基盤 となり、それで

もって治める強者による私的秩序をみることができる。

第九章 社会秩序 と復讐

本章は義和団運動を素材にして、対立、襲撃、略奪が広範な地域に一挙に蔓延することとなった、

当時の中国社会における社会秩序の意識内容をと.らえようとするものである。襲撃にまで及ぶ激 し

い対立を、当時の人々はどのような言葉で観念 していたゐであろうか。本論でぽ、牧野巽にならっ

.て 「復讐」という言葉であらわレ七みようと思う。

資料の検討から明 らかになった点を整理すると、次のようになろう。

e復 讐は、広 くしか も多様に解釈 された行動基準であったと考え られる。山東省内の至 るところ

で突発 した事件は、人々の個別の利害 と憤葱にかかわってい1た。 こうした利害や憤感を総 じて表現

する概念があるとすれば、「復讐」がふさわしてので'はないか。

(⇒復讐 は、奪われたものを奪い返す、不正 に受 けた侮辱を私的な実力でもってはらすという内容

を意味する。 しかし、恐喝 されたりく辱められても、相手が強サれば仕返 しを恐れて泣 き寝入 りを

する、という他の一面 と裏腹になっている。

⇔復讐の基準は一様なものではない。正確な意味では復讐 とならない場合も多い。それにもかか

わらず、復讐を果たしたとみなされるのは、復讐の正当性が復讐を果たす側にのみ存在することを

あらわしている。

四復讐 と社会構造との関連は次のようにいえよう。貧 しい人々は、官府に訴えても償われること

はなく、親族の力 も弱 く援助はえられない。多 くの記事 は、こうした最下層の人々によって事件が

引き起こされたことを語 っている。彼 らが頼 ることができたのは、武術の実力と多勢の力 にものを

いわせて復讐を引き受けてくれる頭 目であった。 こうした頭目たちが活躍 したのは、体制の規範力

が希薄な社会においてである。また、一方向性の正当性を特徴とする復讐の観念が広 く人々を引き

つけたということは、倫理的な価値秩序のルーズな面をあらわしている。
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論 文 審 査 結 果 の 要 旨

本論文は4部9章 より構成され、これに 「まえがき」 と 「あとがき」が付されている。

「まえがき」は本論文の序説に相当する部分である。まず本研究が1986年 から1990年 にかけて、

華北地帯の村落社会を対象に日中10名 の研究者(社 会人類学者 と歴史学者)の 共同調査に基づくも

のであり、中国社会の基礎構造と社会変動に関する研究であったこと。具体的な調査領域 は、1930

年代か ら解放までの村落の政治と行政、家族 と親族、年中行事 と民間信仰、武術集団と義和団運動、

女性の生活など村の生活の全般に及んだことを述べる。っいで本論文が、特に家族 と親族、村落の

社会生活、宗教や娯楽の集団、武術集団などの検討から、 これらを貫いて 「分化と統合」というア

ンビバ レントな 「構造」を見出したことを述べ、 これが中国社会の多様性とダイナ ミックスを基礎

づけていることを示そうとした、と本論分の目的を述べている。

第1部 「中国の社会構造 と社会変動」は近代中国社会の構造 と変動に関するモデルを提示 し、第

H部 「家族と親族の構造」、第皿部 「宗教 と娯楽の集団構造」、第IV部 「社会の構造 と秩序」ではそ

のモデルの検証を行 っている。

第1部 第一章 「日本の村 と中国の村……比較社会論の試み」 は、 日本の村 との対比において中国

の集団構造の特質として、①社会関係が本質的に個人対個人の絆のなかに構成される、②集団は個

人的な関係の輻較 したネットワークの中に現れる、③集団の凝集を持続させるのは集団の中心にな

る人物の実力いかんによる、④集団の構造の中に分節化と統合、対立と連帯 という相反するベク ト

ルが同時に内在すると述べている。

同部第二章 「現代化と社会変動の論理」は、社会人類額の 「構造」の観点で現代中国の社会変動

を素描 している。論者は、社会生活の秩序あるいは習俗や儀礼などの底流に見出される規範を 「構

造」と呼び、これは時代をこえて継承され、比較的に持続的な性格を持つ ものであること、従 って

社会変動を測定する尺度として用いることのできるものだと説 く。そしてまず革命以前の中国社会

の 「構造」にっいて、試論として、特に 「家族と親族」、「社会生活」、「秩序 と規範」の3っ の次元

にわけて次の如 く述べる。e家 族と親族の構造 ①父系大家族の理念と均分相続の原理、②分節化

(分房の原理)と 統合(系 譜の原理)、③家族の範囲の多層化。(⇒社会生活の構造 ① 「差序格局」

の社会関係、②社会集団における個の重要性、③社会生活の多元性。日秩序 と規範の構造 ①正統

性は宗孫の系譜の中に必ず しも継承されない、②秩序と規範は私的に結ぶきずなの中に表現される、

③形式的規範 と実働する秩序の二元性:普 遍化された規範 と社会的実力にぶる権威。 この 「構造」

の提示のあと論者は、現代中国の農村の変化を実態調査を通 じてまとめた3篇 の論考(王 濾寧1991、

陸学芸1992、 贔莉莉1992)を 詳細に検討 し、上述の 「構造」の持続 と変容にっいて検証 している。

家族と親族の構造にっいては、均分相続の貫徹、親族集団への期待の高さ、父系大家族の内在的論

理の存在、婚姻関係の重要性の増大を述べ、郷鎮企業の経営にしても伝統的な家族経営や親族の合

資経営 の特徴が引き継がれていると指摘する。社会生活の構造としては 「門路」、「拉関係」、「圏子」
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といった私的な人間関係が制度の中に持ちこまれ、制度を機能させる機動力 となっている。秩序と

規範の構造 としては、村や家族による各種経営において、有能な人物が重要な役割を果たし、制度

と秩序のなかの個人主義的特徴が存続 していると述べる。

第H部 第三章 「親族集団の分化と統合」は山東省平原県蘇集郷前積子李庄及び北京市房山区元武

屯における調査を通 しての解放以前の親族集団の研究である。 ここでは共有地、家廟、家譜を備え

た親族集団は稀であり、祖先祭祀は近親の祖先を祭祀する 「支」集団に分化 し、「入 り子」式の構

造になる傾向がある。特にエリー トを生んだ集団において分節化の傾向は顕著であるが、逆にこれ

が一族の統合を高めるパラドキシカルな役割を果たしていることを指摘する。

同部第四章 「商家の経営と家族構造」は、まず近代中国の商家の家族構造と経営を扱 った2篇 の

論考(林 耀華1947、 劉換庭等口述1982)を 検討 し、っいで論者 らの天津市静海県独流鎮での商家に

関する調査の結果をつけあわせて検討 している。その結果、商家の繁栄には商才に長けた家人達を

秀れた家長のもとに多 く抱えた大家族が成功 しているが、均分相続の原則の故に結局 は家産の分割

は不可避であること。 しか し、秀れた家人の分出が必ず しも家業全体の繁栄をそこなわずに、むし

ろ経営を発展させる例があり、ここにも親族集団の分化と統合という 「構造」がみいだされると説

く。

第皿部第五章 「民間宗教集団の構造的特性」においては、民間宗教集団の活動と組織形態の検討

を通 して、集団構造の特性を明 らかにしようとしている。ここでは嘉慶18(1813)年 の天理教反乱

をとりあげ、参加者 らの供述書を資料として分析を行 っている。そこで民間宗教は教派間 ・教派内

でたえず抗争と分裂を繰 り返 し、教義も儀礼 も多様性を持つこと。正統性を保証する 「世襲型」に

対 し 「分派型」がたえず出現 し、その名を僧称することで正当性は更新されていく。活動は免災祈

福、治病、保祐などのための呪術的な力に頼り、師弟の絆で仲間が結ばれている点で共通 している

というα

同部第六章 「村の宗教活動の担い手」は、村の宗教活動の担い手と宗教的権威とが拡散 してし}た

ことを述べ七いる。前述の山東省平原県蘇集郷前横子李庄及び北京市房山区紫草鳩郷肖庄での調査

により、1村で活動 した道士にっいてみると、北京の白雲観と在村の下院 とには、宗教上の有機的共

同関係が認めがたいこ・と。道士は村人の宗教活動の儀式の体裁と宗教的権威を与えることはあって

も、村の主催する祭紀の主体にはならないこと。村の民俗的宗教活動は実は一般に女性によって担

われていたこと。宗教活動は道士の場合 も婦人の場合 も含め、師弟のような個人的に結ばれた社会

関係のネットワークの中で行われていたことが述べられている。

同部第七章 「村の演劇集団の組織 と活動」では、演劇の組織や担い手の存在形態の分析から村落

社会の秩序の重層性を探っている。調査地は前述の北京市房山地区紫草鳩郷の元武屯と肖庄である。

村の演劇集団は有力者 「会首」を中心に個人的関係を通 して村内の周縁部に生きる人々をも結集 し

ており、 こうした社会的威信の秩序とは異質な勢力の存在は、村落秩序の重層的構造を、具示する

と結論する。
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第IV部第八章 「社会集団の結社的性格」及び第九章 「社会秩序 と復讐」 は、山東省内の義和団運

動を素材 としており、一括 して扱 うこととする。山東省内魯西南地区民はたび重なる黄河の氾濫に

苦 しみ、とりわけ力を持たない農民 は実力あるもの(大 地主や教会など)に 頼 ったが、武術の鍛練

を通じて人々の信頼を集めた人物 もその種の実力者であった。 ここでは、武術集団 「大刀会」の頭

目であり山東義和団運動の頭目として名をあげた劉士端及び曹得礼と村人 との関係を、記録資料及

び現地調査により検討 している。劉についていえば彼は大刀会の頭目であるだけでな く、匪賊の間

にも名を知 られ、村内外に師弟関係の網の目を広 く形成 していた。 こうして仁侠的倫理で結合 した

個人的絆の勢力が、当地で強者による私的秩序を形成 していたが、その集団も劉の逮捕 と処刑後瓦

解 し、その集団の結社的性格をよく示 したという。又論者は、当時山東省内の至るところで対立、

襲撃、略奪が展開 していたが、大抵 は当事者の個別の利害や憤憩のあらわれであ り、 この行動 を

「復讐」という言葉であらわ している。貧 しい人々に頼 られて 「復讐」を引き受 けたのは、劉や曹

の如 き武術の頭目とその集団であったことを指摘 している。

以上が本論考の要約であるが、華北の農村の基層的 「構造」を追求 し、それを現地調査資料及び

記録の検討を通 じて綿密に検証する作業が一貫 してなされたといえるであろう。ただこの 「構造」

概念は論者 も暫定的なものとしており、更なる長期にわたる集約的実態調査の累積で洗練 させる必

要性はあるであろう。ただし、第二次大戦後、内外の研究者の手でこれほど広 く華北農村調査が実

践されたことはなく、又、本論考の基礎 となった聞き取 り調査を一問一答の形で資料集(参 考資料)

として公刊 した点 も評価することができる。誤植が散見されるのは惜 しまれるが、論考全体か らみ

ればその価値をそこねるものではない。以上よりして本論考 は博士の学位に十分に相当するもの と

認定 される。
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